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設
置
し
、
避
難
場
所
へ
と
再
指

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
担
当
部
長　

当
該
避

難
場
所
指
定
を
前
提
と
し
た
止

水
壁
等
の
設
置
予
定
は
な
い
。

議
員　

羽
沢
地
区
か
ら
遠
い
七

中
や
大
沢
台
小
の
代
わ
り
に
、

福
祉
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ど
ん
ぐ
り
山
の

活
用
や
、
本
市
が
避
難
場
所
を

開
設
し
た
ら
調
布
市
も
開
設
す

る
と
い
っ
た
相
互
応
援
協
定
の

締
結
は
検
討
で
き
な
い
か
。

危
機
管
理
担
当
部
長　

ど
ん
ぐ

り
山
は
福
祉
避
難
所
と
し
て
の

指
定
を
検
討
し
て
い
く
。
応
援

協
定
は
自
治
体
間
で
協
議
す
る

こ
と
を
視
野
に
検
討
し
た
い
。

議
員　

姉
妹
町
の
矢
吹
町
産
オ 

ー
ガ
ニ
ッ
ク
米
使
用
の
学
校
給

食
へ
の
反
応
と
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
給
食
拡
充
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　

お
米
が
普
段
よ
り
お

い
し
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。
食

材
調
達
の
困
難
さ
が
課
題
だ
が

で
き
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

し
た
教
育
長
は
平
成
21
年
か
ら

本
市
の
教
育
行
政
に
携
わ
り
令

和
２
年
に
都
を
退
職
し
本
市
職

員
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
。
教

育
長
と
し
て
の
所
信
を
伺
う
。

教
育
長　

子
ど
も
の
心
理
的
安

全
を
確
立
し
、
快
適
で
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク 

ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
・
中
一

貫
教
育
に
つ
い
て
、
市
立
中
学

校
長
と
し
て
の
現
場
の
経
験
も

踏
ま
え
、
ど
う
総
括
す
る
か
。

教
育
長　

今
後
も
学
校
、
家 

庭
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

的
経
緯
を
踏
ま
え
、
地
元
自
治

体
と
し
て
鹿
児
島
県
知
覧
特
攻

平
和
会
館
と
の
連
携
に
よ
る
平

和
事
業
の
新
た
な
拡
充
も
可
能

で
は
な
い
か
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　

ま
ず
は
地
域
の
戦
争
遺

跡
な
ど
、
地
域
資
源
を
平
和
意

識
の
向
上
に
活
用
し
た
い
。
近

隣
市
や
企
業
、
大
学
等
と
連
携

し
た
広
が
り
の
あ
る
平
和
事
業

も
展
開
し
て
い
き
た
い
。

次
世
代
へ
平
和
意
識
を
継
承
し

て
い
く
た
め
、
本
市
で
は
デ
ジ

タ
ル
平
和
資
料
館
な
ど
戦
争
体

験
談
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
推
進

し
て
い
る
。
戦
後
80
年
の
節
目

に
平
和
事
業
に
係
る
成
果
と
更

な
る
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

資
料
館
の
閲
覧
数
は
当

初
の
10
倍
に
な
っ
た
。
市
民
が

平
和
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、

そ
の
思
い
が
全
市
に
広
が
る
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。
小
・

中
学
生
が
広
島
、
長
崎
を
訪
問

し
平
和
交
流
学
習
を
す
る
機
会

を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

過
去
に
中
学
生
が
長

崎
で
学
び
の
多
い
経
験
を
し
て

い
る
。
市
長
部
局
と
連
携
し
意

義
あ
る
事
業
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

特
攻
隊
が
調
布
飛
行
場

か
ら
飛
び
立
っ
た
と
い
う
歴
史

議
員　

ご
み
削
減
に
向
け
て
、

市
民
の
行
動
変
容
を
促
す
取
り

組
み
が
重
要
だ
。
か
つ
て
行
わ

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い

大
会
の
よ
う
に
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
く
巻
き
込
め
る

企
画
を
市
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

時
に
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

庁
内
や
市
民
と
連
携

し
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
啓
発

活
動
の
工
夫
を
し
た
い
。

議
員　

園
芸
用
土
の
不
法
投
棄

や
ご
み
に
混
ぜ
る
な
ど
不
適
切

な
処
理
が
環
境
に
与
え
る
悪
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
本
市

の
土
の
処
分
対
策
と
市
民
へ
の

周
知
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

処
理
業
者
の

ニ
ュ
ア
ル
へ
の
反
映
、
備
蓄
資

器
材
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

東
京
と
ど
ま
る
マ
ン
シ 

ョ
ン
は
災
害
時
の
マ
ン
シ
ョ
ン

で
の
在
宅
避
難
を
支
援
す
る
事

業
で
、
町
会
・
自
治
会
と
合
同

で
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
場
合

に
防
災
備
蓄
資
器
材
購
入
費
を

上
限
100
万
円
ま
で
都
が
全
額
補

助
す
る
も
の
だ
。
市
も
周
知
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

危
機
管
理
担
当
部
長　

防
災
出

前
講
座
や
防
災
訓
練
等
、
様
々

な
機
会
を
捉
え
周
知
を
図
る
。

議
員　

東
日
本
大
震
災
で
行
政

機
能
が
麻
痺
し
た
こ
と
を
教
訓

に
導
入
さ
れ
た
地
区
防
災
計
画

制
度
は
、
地
域
の
様
々
な
主
体

が
参
加
し
具
体
的
な
行
動
計
画

を
立
て
る
も
の
だ
。
同
計
画
の

策
定
を
後
押
し
す
べ
き
だ
。

危
機
管
理
担
当
部
長　

Ｍ
ｉ
ｔ

ａ
ｋ
ａ
み
ん
な
の
防
災
と
の
連

携
を
通
じ
、
将
来
的
に
同
計
画

策
定
に
つ
な
が
る
よ
う
な
環
境

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

紹
介
や
処
分
方
法
の
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
他
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
、
令
和
７
年
度
に

向
け
て
園
芸
土
の
回
収
と
再
生

の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

議
員　

廃
食
用
油
は
持
続
可
能

な
航
空
燃
料
（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
の
原

料
と
な
る
が
、
家
庭
か
ら
の
回

収
率
は
１
割
に
満
た
な
い
現
状

だ
。
都
は
官
民
一
体
で
Ｓ
Ａ
Ｆ

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

本
市
も
都
補
助
金
を
活
用
し
て

廃
食
用
油
の
回
収
を
始
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

生
活
環
境
部
長　

回
収
シ
ス
テ

ム
構
築
等
に
は
民
間
企
業
と
の

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

公
明
党

佐
々
木
か
ず
よ
　
議
員

市
役
所
で
家
庭
の
廃
食
用
油
の
回
収
を

市
役
所
で
家
庭
の
廃
食
用
油
の
回
収
を

都
の
補
助
制
度
活
用
や
他
市
の
取
り
組
み

都
の
補
助
制
度
活
用
や
他
市
の
取
り
組
み

事
例
を
参
考
に
実
現
可
能
性
を
検
討
す
る

事
例
を
参
考
に
実
現
可
能
性
を
検
討
す
る

答 一
般
質
問

一
般
質
問

　

11
月
29
日
、
12
月
２
日
、
３
日
の
本
会
議

で
、
24
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ま
た
、
各
議
員
タ
イ
ト
ル
欄
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

公
明
党大

倉
あ
き
子
　
議
員

要
配
慮
者
の
た
め
の
避
難
所
環
境
整
備
を

要
配
慮
者
の
た
め
の
避
難
所
環
境
整
備
を

関
係
部
署
と
連
携
し
、
各
避
難
所
で
少
し

関
係
部
署
と
連
携
し
、
各
避
難
所
で
少
し

で
も
安
心
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
る

で
も
安
心
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
る

答
議
員　

能
登
半
島
地
震
の
際
に

避
難
所
で
必
要
な
支
援
が
受
け

ら
れ
ず
、
災
害
関
連
死
と
認
定

さ
れ
た
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

多
く
い
た
。
配
慮
が
必
要
な
人

の
た
め
の
避
難
所
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　

想
定
さ
れ
る
利
用
者
の

実
情
に
合
っ
た
避
難
所
運
営
が

で
き
る
体
制
づ
く
り
、
運
営
マ

公
明
党赤

松
　
大
一
　
議
員

子
ど
も
の
起
立
性
調
節
障
が
い
に
理
解
を

子
ど
も
の
起
立
性
調
節
障
が
い
に
理
解
を

学
校
関
係
者
や
周
囲
の
子
ど
も
た
ち
が

学
校
関
係
者
や
周
囲
の
子
ど
も
た
ち
が

当
事
者
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く

当
事
者
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く

答

公
明
党粕

谷
　
　
稔
　
議
員

戦
後
戦
後
8080
年
、
新
た
な
平
和
施
策
に
踏
み
出
せ

年
、
新
た
な
平
和
施
策
に
踏
み
出
せ

被
爆
地
域
へ
の
児
童
・
生
徒
の
訪
問
や

被
爆
地
域
へ
の
児
童
・
生
徒
の
訪
問
や

交
流
事
業
な
ど
含
め
今
後
検
討
し
て
い
く

交
流
事
業
な
ど
含
め
今
後
検
討
し
て
い
く

答
議
員　

起
立
性
調
節
障
が
い
は

自
律
神
経
系
の
疾
患
で
小
学
校

高
学
年
か
ら
中
学
生
に
多
く
見

ら
れ
、
朝
な
か
な
か
起
き
ら
れ

ず
「
学
校
に
行
き
た
い
の
に
行

け
な
い
不
登
校
」
に
つ
な
が
り

や
す
い
。
学
校
職
員
や
保
護
者

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

本
年
度
、
校
長
や
養

護
教
諭
等
を
対
象
に
同
障
が
い

の
症
状
や
学
校
で
で
き
る
支
援

策
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
小
児
専

門
医
の
講
演
会
を
実
施
し
た
。

議
員　

発
症
初
期
は
日
常
生
活

に
大
き
な
支
障
が
な
い
こ
と
も

多
く
、
医
療
現
場
で
は
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
重
要
と
さ
れ

て
い
る
。
学
校
で
の
健
康
観
察

な
ど
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長　

授
業
中
に
立
ち
く
ら

み
な
ど
の
症
状
が
出
た
子
ど
も

は
保
健
室
で
丁
寧
に
観
察
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
保
護
者
に

受
診
を
お
願
い
し
て
い
る
。

議
員　

交
通
事
故
や
ス
ポ
ー
ツ

外
傷
等
を
原
因
と
す
る
脳
脊
髄

液
減
少
症
で
、
頭
痛
や
め
ま
い

等
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
に
つ

い
て
も
、
学
習
面
や
学
校
生
活

で
の
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
。

教
育
部
調
整
担
当
部
長　

支
援

が
必
要
な
子
ど
も
に
は
、
状
況

に
応
じ
て
支
援
員
を
配
置
す
る

な
ど
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

議
員　

戦
争
を
体
験
し
た
世
代

が
日
々
減
少
し
て
い
く
中
で
、

みたか平和資料コーナー

立
憲
民
主
緑
風
会

谷
口
　
敏
也
　
議
員

着
任
に
当
た
り
新
教
育
長
の
所
信
を
問
う

着
任
に
当
た
り
新
教
育
長
の
所
信
を
問
う

児
童
・
生
徒
の
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

児
童
・
生
徒
の
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

教
育
を
実
現
す
る
学
校
改
善
に
尽
力
す
る

教
育
を
実
現
す
る
学
校
改
善
に
尽
力
す
る

答
議
員　

市
内
の
出
土
品
や
映
像

記
録
な
ど
で
本
市
の
歴
史
と
文

化
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る

「
み
た
か
え
る
」
を
教
育
セ
ン

タ
ー
に
開
設
し
た
が
、
見
学
者

数
は
横
ば
い
だ
。
近
隣
市
に
あ

る
よ
う
な
独
立
し
た
歴
史
館
や

博
物
館
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

箱
物
で
は
な
く
地
域
全

体
を
博
物
館
と
し
て
捉
え
る
ま

る
ご
と
博
物
館
事
業
を
推
進 

し
、
事
業
や
展
示
の
充
実
、
巡

回
展
示
の
検
討
等
を
進
め
る
。

議
員　

太
宰
治
や
山
本
有
三
な

ど
の
文
学
者
を
縁
と
し
た
自
治

体
と
の
交
流
を
、
幅
広
い
行
政

分
野
で
の
連
携
に
拡
充
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

市
長　

産
業
、
経
済
や
災
害
時

の
協
力
の
面
で
も
、
つ
な
が
り

を
強
固
に
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

都
は
、
下
水
処
理
の
新

施
設
整
備
計
画
を
廃
止
し
て
既

設
の
北
多
摩
一
号
水
再
生
セ
ン

タ
ー
を
増
強
す
る
方
針
を
示
し

た
。
本
市
の
下
水
処
理
は
将
来

的
に
同
セ
ン
タ
ー
で
担
う
こ
と

を
鑑
み
、
セ
ン
タ
ー
が
立
地
す

る
市
の
市
長
に
協
力
要
請
す
る

活
動
も
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

そ
の
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
ま
だ
公
式
に

動
く
時
期
で
は
な
い
。

議
員　

令
和
６
年
10
月
に
着
任

歴史文化財展示室「みたかえる」

ら
不
断
の
見
直
し
が
必
要
だ
。

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

市
税
収
入
減
へ
の
対
策
と
し
て

調
布
飛
行
場
発
の
定
期
便
を
活

用
し
た
大
島
観
光
と
本
市
の
観

光
、
グ
ル
メ
体
験
の
セ
ッ
ト
を

返
礼
品
と
し
て
は
ど
う
か
。

Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
部
長　

本
市
の

魅
力
を
幅
広
く
発
信
し
て
い
く

機
会
に
つ
な
が
る
と
考
え
る 

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
地

場
産
品
基
準
や
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
の
確
保
等
が
課
題
だ
。

議
員　

羽
沢
小
は
浸
水
想
定
区

域
内
の
た
め
風
水
害
時
の
指
定

緊
急
避
難
場
所
か
ら
外
れ
て
い

る
。
避
難
場
所
が
遠
く
な
る
こ

と
で
周
辺
住
民
が
避
難
を
た
め

ら
わ
な
い
よ
う
に
、
避
難
場
所

再
指
定
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

市
長　

浸
水
想
定
区
域
外
の
施

設
へ
避
難
が
可
能
で
あ
り
、
区

域
内
に
あ
る
施
設
の
避
難
場
所

再
指
定
は
検
討
し
て
い
な
い
。

議
員　

羽
沢
小
に
止
水
壁
や
校

舎
２
階
か
ら
の
避
難
通
路
等
を

立
憲
民
主
緑
風
会

お
ば
た
和
仁
　
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
対
策
に
調
布
飛
行
場
活
用
を

ふ
る
さ
と
納
税
対
策
に
調
布
飛
行
場
活
用
を

課
題
は
あ
る
が
、
定
期
便
を
活
用
し
た

課
題
は
あ
る
が
、
定
期
便
を
活
用
し
た

返
礼
品
は
本
市
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る

返
礼
品
は
本
市
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る

答


